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○県下一斉無料電話相談

人権擁護委員と法務局職員による電

話相談です。いじめ、体罰、差別、家

庭内や近隣でのトラブルなど、困って

いることがあればご相談ください。

日時 12月７日c

午前９時～午後８時

相談電話

7０１２０(939)３２２

※ 携帯電話やＰＨＳからは通話でき

ません。

毎
年
12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」
で
す
。

こ
れ
は
、
１
９
４
８
年(

昭
和
23
年)
12
月
10
日
、
国
際
連
合
で
「
世
界
人
権

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
た
も
の
で
す
。

そ
こ
で
法
務
省
と
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の

１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
す
べ
て
の
人
の
心
が
通
じ
合
い
、
21
世
紀

に
人
権
尊
重
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
、
次
の
12
項
目
を
重
点
に
人
権
啓

発
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

強
調
事
項

○
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ

エ
イ
チ
ア
イ
ブ
イ(

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス)

感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な
ど
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は
や
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

人権相談

2002.  12.  1 市報かすが

育
て
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

〜
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜

人権週間にちなんで、相談窓口が開設され
ます。いずれも無料で秘密は厳守されます。
気軽にご相談ください。

○法務総合相談所

弁護士、公証人、人権擁護委員、法

務局職員による相談会です。

日時 12月12日e

午前10時～午後３時

(受付　午前９時～)

場所 二日市コミュニティセンター

(筑紫野市二日市中央５丁目５

―18)

問い合わせ先 福岡法務局筑紫支局

1(922)２８８１

○特設人権相談

春日市の人権擁護委員による相談会

です。

日時 12月３日c

午前10時～午後３時

場所 市役所市民相談室

問い合わせ先 人権女性政策課

1(584)１１１１

※ この相談は毎月第１火曜日に行っ

ています。

uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu

人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん

人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
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人
権
問
題
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
差
別

の
な
い
明
る
い
社
会
を
作
る
た
め
、
み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
の

委
嘱
を
受
け
、
地
域
住
民
の
人
権
を

守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

春
日
市
で
は
、
現
在
７
人
の
擁
護

委
員
が
、
い
じ
め
や
体
罰
、虐
待
、差

別
、
家
庭
問
題
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
の
解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

10
月
１
日
付
け
で
籾
井
勇
次
さ
ん

が
新
し
く
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

「
教
職
の
経
験
を
生
か
し
、
皆
さ

ん
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

春
日
市
の
人
権
擁
護
委
員

(

12
月
１
日
現
在
、
敬
称
略)

白
山

し
ら
や
ま

法
子

の

り

こ(

下
白
水
南
４
丁
目
）

1(

571)

０
１
９
３

白
水

し
ろ
う
ず

欣
哉

き

ん

や(

小
倉
６
丁
目
）

1(

591)

０
２
２
９

片
野

か

た

の

明
子

あ

き

こ(

松
ヶ
丘
２
丁
目
）

1(

596)

６
３
２
６

森
山

も
り
や
ま

利
徳

と
し
の
り(

松
ヶ
丘
４
丁
目
）

1(

595)

０
８
４
６

福
島

ふ
く
し
ま

恭
輔

き
ょ
う
す
け(

泉
１
丁
目
）

1(

571)

５
２
２
５

別べ
っ

府ぷ

る
み
子こ(

春
日
原
北
町
５
丁

目
）

1(

591)

７
６
０
６

籾
井

も

み

い

勇
次

ゆ

う

じ(

ち
く
し
台
４
丁
目)

1(

585)

３
８
８
６

人
権
イ
ベ
ン
ト
情
報

10
月
１
日
付
け
で
委
嘱

籾
井

も

み

い

勇
次

ゆ

う

じ

さ
ん

○
街
頭
啓
発

一
日
人
権
擁
護
委
員
が
ち
ら
し
を

配
っ
て
人
権
尊
重
を
呼
び
か
け
ま
す
。

”
人じ

ん

Ｋ
Ｅ
Ｎ

け

ん

ま
も
る
く
ん
“
も
や
っ

て
来
ま
す
。

日
時

12
月
１
日
a

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

場
所

西
鉄
春
日
原
駅
前

一
日
人
権
擁
護
委
員

▽
錦
風

に
し
き
か
ぜ

眞
悟
関

し
ん
ご
ぜ
き(

日
本
相
撲
協
会
尾お

車ぐ
る
ま

部
屋)

▽
レ
ス
リ
ー
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
さ

ん(

外
国
語
指
導
助
手)

▽
木
村

き

む

ら

七
絵

な

な

え

さ
ん(

全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
福
岡
県
大
会

優
秀
賞
受
賞
者)

▽
河
鍋

か
わ
な
べ

好
一

こ
う
い
ち

教
育
長

▽
井
上

い
の
う
え

澄
和

す
み
か
ず

春
日
市
長

問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政
策
課

○
人
権
週
間
・
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
０
２

「
春
日
市
男
女
共
同
参
画
都
市
宣

言
」
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
程

12
月
１
日
a

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
―
24)

時
間
・
会
場
・
内
容

▽
午
後
１
時
〜
３
時
・
サ
ン
ホ
ー
ル

・
男
女
平
等
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
式
・
演
劇
「
バ
ス
・
ガ
ス
・
バ

ク
ハ
ツ
」(

劇
団
空
想

く
う
そ
う

童
子

ど

う

じ)

▽
午
後
３
時
〜
５
時
・
各
学
習
室
・

各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政
策
課

○
福
岡
県
人
権
週
間
講
演
会

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
者
の
大お

お

江え

健
三
郎

け
ん
ざ
ぶ
ろ
う

さ
ん
が
講
演
し
ま
す
。

日
時

12
月
８
日
a

午
後
１
時
〜

４
時

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー

ル(

原
町
３
―
１
―
７)

内
容

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
・
人

権
コ
ン
サ
ー
ト(

午
後
１
時
〜
１

時
30
分)

演
奏
　
夢
気
球
バ
ン
ド

▽
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
福
岡
県
大
会
優
秀
作
品
の
発
表

(

午
後
１
時
35
分
〜
２
時
15
分
）

▽
講
演
会(

午
後
２
時
30
分
〜
４
時)

演
題
　「
読
む
こ
と
・
書
く
こ
と
」

そ
し
て
「
生
き
る
こ
と
」

講
師
　
大
江
健
三
郎
さ
ん(

作
家)

問
い
合
わ
せ
先

県
人
権
啓
発
情

報
セ
ン
タ
ー

1(

584)

１
２
７
１

西鉄天神大牟田線で、人権
啓発のデザインを施した電車
が運行されています。
この電車の側面には、｢育て

よう　一人一人の　人権意識｣
の標語とイメージキャラクタ
ー｢人ＫＥＮまもる君と人ＫＥ
Ｎあゆみちゃん」、平和を象徴
するハトが描かれています。
これは、みなさんに人権に

対する意識を高めてもらうた
め、福岡法務局、福岡県人権
擁護委員連合会、福岡県、福
岡市と北九州で構成する｢人権
啓発活動ネットワーク協議会｣
が企画したものです。
１月末まで、随時運行され

ます。ぜひご覧ください。

市は、人権問題を正しく理
解してもらうため、市職員が
編集する啓発冊子「ひまわり」
を毎年発行しています。
今年は同和問題、子どもの

問題、障害者の問題を中心に
考えてみました。この市報と
一緒に各家庭に配布します。
家族で、人権問題について話
し合ってみてください。

ニュース�

人権啓発冊子
「ひまわり」を発行

人権啓発カラーペイント電車
西鉄天神大牟田線で運行

△籾井勇次さん
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年
末
年
始
は
、
ゴ
ミ
収
集
を
休
み
ま

す
。
事
前
に
ゴ
ミ
出
し
日
を
確
認
し
、

大
掃
除
な
ど
は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

休
む
期
間

12
月
31
日
c
〜
１
月
３
日
f

燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集
振
り
替
え

燃
え
る
ゴ
ミ
の
出
し
日
が
12
月
31
日

c
の
地
区
は
、
前
日(

12
月
30
日
b)

に

振
り
替
え
て
収
集
し
ま
す
。

忘
れ
ず
に
出
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
は
ゴ
ミ
処
理
施
設
へ
の
ゴ

ミ
の
持
ち
込
み
も
で
き
ま
せ
ん
。

○
燃
え
る
ゴ
ミ

施
設

福
岡
市
南
部
工
場(

下
白
水

１
０
４
―
５)

休
む
期
間

１
月
１
日
d
〜
５
日
a

※

１
月
４
日
g
の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時
ま
で
は
臨
時
に
持
ち
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
燃
え
な
い
ゴ
ミ

施
設

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ(

春
日
公
園
６
―
２)

休
む
期
間

12
月
31
日
c
〜
１
月
５

日
a

休
み
の
期
間
中
に
便
槽
が
あ
ふ
れ
た

り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
前
も
っ
て

く
み
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

休
む
期
間

12
月
29
日
a
〜
１
月
５
日

a（
環
境
対
策
課
ご
み
減
量
担
当
）

１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
納
め
た

国
民
年
金
保
険
料
や
国
民
年
金
基
金
の

掛
金
は
、
そ
の
年
の
所
得
税
や
市
民
税

の
算
定
の
と
き
、
社
会
保
険
料
控
除
さ

れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
、
そ
の
領
収
書
や
納
付
証
明
な
ど
を

提
示
し
ま
し
ょ
う
。

○
納
付
証
明(

申
告
用)

の
発
行
に
つ
い
て

納
付
証
明
の
記
載
内
容
が
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
１
月
に
口
座
振
替
の
人
へ

送
付
し
て
い
た
の
は
１
年
間
分
の
納
付

証
明
で
し
た
が
、
今
回
は
平
成
14
年
１

月
か
ら
４
月
に
支
払
わ
れ
た
分
の
み
の

納
付
証
明
と
な
り
ま
す
。

４
月
以
降
の
口
座
振
替
分
に
つ
い
て

は
、
社
会
保
険
事
務
所
よ
り
毎
月
の
領

収
書
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
別

途
に
納
付
証
明
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。
申
告
に
は
こ
の
領
収
書
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
紛
失
し
た
り
し
て
４
月
以
降

の
納
付
証
明
が
必
要
な
場
合
は
、
南
福

岡
社
会
保
険
事
務
所(

1(

552)

６
１
１

１)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

こ
の
機
会
に
、
納
め
忘
れ
が
な
い

か
、
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
国
保
年
金
課
年
金
担
当
）

市
が
行
う
一
般(

指
名)

競
争
入
札
に

参
加
す
る
た
め
に
は
、
参
加
資
格
審
査

を
受
け
、
業
者
登
録
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
登
録
希
望
業
者
は
、
期
間
内

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
登
録
の
有
効
期
間
は

平
成
15
年
４
月
１
日
〜
同
16
年
３
月
31

日
で
す
。

受
付
期
間

平
成
15
年
１
月
15
日
d
〜

31
日
f

(

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く)

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
11
時
、
午
後

１
時
〜
３
時
30
分

受
付
場
所

市
役
所
５
階
財
政
課

申
請
書

▽
販
売
場
所
　
財
政
課

▽
販
売
日
時
　
12
月
16
日
b
〜
平
成
15

年
１
月
31
日
f

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
30
分

▽
販
売
価
格(

１
部)

３
５
０
円

※

登
録
に
あ
た
っ
て
は
、
営
業
経
歴

が
過
去
２
年
以
上
必
要
な
ど
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

財
政
課
契
約
担
当

今
年
の
８
月
に
、「
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
の
住
民
票

コ
ー
ド
通
知
書
を
す
べ
て
の
世
帯
に
配

達
記
録
郵
便
で
発
送
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
受
付

時
間
を
延
長
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
め

に
取
り
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

期
間

12
月
２
日
b
〜
13
日
f

時
間

▽
平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

▽
土
・
日
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

市
役
所
市
民
課
窓
口

持
っ
て
く
る
も
の

▽
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
、

本
人
と
確
認
で
き
る
も
の

▽
印
か
ん

▽
11
月
に
送
付
し
た「
住
基
ネ
ッ
ト
の

住
民
票
コ
ー
ド
通
知
書
の
受
け
取
り

に
つ
い
て
」の
通
知
ハ
ガ
キ

※

こ
の
期
間
に
受
け
取
り
に
来
れ
な

い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
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燃
え
る
ゴ
ミ
・
燃
え
な
い
ゴ
ミ

直
接
持
ち
込
み
も
で
き
ま
せ
ん

し
尿
の
く
み
取
り
休
み

年
末
年
始

ゴ
ミ
は
出
せ
ま
せ
ん

国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

平
成
15
年
度
一
般(

指
名)

競
争
入
札

受
け
取
り
ま
し
た
か

住
基
ネ
ッ
ト
の
住
民
票
コ
ー
ド
通
知
書
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

「春日市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」の見直し
春日市では高齢者が安心して地域で生活できるための福祉施策として、「春日市高齢者保健

福祉計画・介護保険事業計画」を策定し、これに基づいた、福祉事業を実施しています。

この計画は、時代に的確に対応するため、３年ごとに見直しをすることになっています。本

年度はこの計画の見直しの年となっているため、｢高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画検

討協議会｣を設置し、今後５年間を見据えた見直し作業を行っています。

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

「
モ
ニ
タ
ー
割
引
で
リ
フ
ォ
ー
ム

し
ま
す
」
な
ど
と
巧
み
に
工
事
を
勧

め
ら
れ
、
結
果
的
に
多
額
の
支
払
い

を
要
求
さ
れ
る
と
い
う
被
害
が
全
国

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に

「
介
護
保
険
で
で
き
る
住
宅
改
修
で

す
」
と
偽
っ
て
、
実
際
に
は
介
護
保

険
の
き
か
な
い
改
修
工
事
契
約
を
結

ば
せ
る
悪
質
な
事
例
も
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

業
者
が
ウ
ソ
の
説
明
で
結
ば
せ
た

契
約
は
、
消
費
者
契
約
法
に
よ
り
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

被
害
は
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で

す
。勧

め
ら
れ
て
も
そ
の
場
で
決
め

ず
、
ほ
か
の
人
に
相
談
し
て
返
事
す

る
か
、
必
要
で
な
い
も
の
は
き
っ
ぱ

り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

○
消
費
者
相
談
窓
口

日
時

毎
週
月
・
木
曜
日(

祝
日
の

際
は
翌
日)

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

市
役
所
２
階
市
民
相
談
室

※

電
話
に
よ
る
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。

(

地
域
づ
く
り
課
商
工
農
政
担
当)

消
費
生
活
注
意
報

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
、
本
当
に

必
要
で
す
か

この計画ではだれもが安心して暮らせる社会の実現

のために、次の５つの目標を掲げています。

u地域に必要なサービスの質と量の確保

u介護予防の推進

u痴ほう性高齢者対策の推進

u生きがいづくり・社会参加の促進

u地域ケア体制の構築

この目標に沿って、介護保険サービスを始めとする

さまざまなサービスを実施しています。

今後、この計画をさらに充実したものとするために、

平成15年３月までに、８回の検討協議会を行います。

この会議の様子は、傍聴することができます。

※ ｢春日市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画｣

とその検討協議会のこれまでの会議の内容は、市役

所情報公開コーナーで見ることができます。

ご参加ください“意見交換会”
高齢者施策のこれからについて

この計画がより効果的なものとなるよう市民の皆さ

んの意見を聞き、見直しの参考にします。

多くの皆さんのご意見をお聞かせください。

日時 12月７日g

午前10時～午後０時30分

場所 市役所大会議室

内容
○基調講演　介護保険と地域福祉の展望

講師 宮崎
みやざき

昭夫
あ き お

さん(福岡県立大学教授)

○分科会

u高齢者の健康と自立を考える

u介護保険制度を考える

u介護を支えるしくみを考える

問い合わせ先 高齢障害課高齢担当

介護保険特別会計の平成13年度決算
をお知らせします
介護保険事業は、みなさんが支払う保険料以外に国や

県からの補助金や、市からの繰入金で運営しています。
そのお金をデイサービスやショートステイなどの居宅

サービスや特別養護老人ホームなどの施設サービスの費
用として支出しています。

（介護保険課）

歳入合計（2,310,331,581円）－歳出合計（2,296,384,204円）＝
13,947,377円については、翌年度（平成14年度）に繰越しました。
なお、平成13年度決算時点で、黒字分を積み立てた基金（介護給付費準備

基金）が57,328,000円あります。これは、介護保険のサービスにかかる費
用が足りなくなったときに、取り崩して使うためのものです。

999999999999999999999999



来
年
度
の
保
育
所(

園)
入
所
の
受
付

を
開
始
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
乳
幼
児

▽
春
日
市
内
に
居
住

▽
年
齢
が
生
後
３
か
月(

一
部
の
保
育
所

で
は
生
後
51
日
以
上)

以
上
就
学
前

▽
保
護
者
の
仕
事
や
病
気
な
ど
の
理
由

で
、
家
庭
で
保
育
を
受
け
ら
れ
な
い

※

現
在
入
所
中
で
継
続
し
て
入
所
を

希
望
す
る
人
や
本
年
度
の
申
込
書
を

提
出
し
て
入
所
を
待
っ
て
い
る
人
も

す
べ
て
新
た
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

受
付
期
間

平
成
15
年
１
月
８
日
d
〜

17
日
f(

平
日
の
み)

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時

受
付
場
所

▽
新
規
希
望
者
　
市
役
所
２
０
７
会
議

室
▽
継
続
希
望
者(

現
在
保
育
所
に
入
所

し
て
い
る
人)

入
所
し
て
い
る
保

育
所(

園)

※

申
込
用
紙
は
12
月
２
日
b
か
ら
市

役
所
こ
ど
も
未
来
課
、
各
保
育
所

(

園)

で
配
布
し
ま
す
。

※

職
場
復
帰
な
ど
で
年
度
途
中
の
入

所
を
希
望
す
る
人
も
早
め
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課
保
育

所
担
当

保育所(園)一覧�

市
内
11
番
目
の
保
育
所
「
ま
み
ぃ

保
育
園
」
が
、
間
も
な
く
開
園
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
保
育
所
入
所
希
望
者

の
増
加
に
対
応
し
た
も
の
で
、
民
設

民
営
方
式
で
運
営
さ
れ
ま
す
。

運
営
す
る
の
は
社
会
福
祉
法
人
親し

ん

和わ

会か
い

。
現
在
は
福
岡
市
南
区
で
み
や

け
保
育
園
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

市
は
、
待
機
児
童
の
解
消
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
地
域
に
開
か
れ
た
、

親
し
ま
れ
る
保
育
園
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
み
ぃ
保
育
園
の
入
所
受
付

も
同
時
に
行
い
ま
す
。

所
在
地

大
土
居
１
―
97
―
２

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課

保
育
所
入
所
者
募
集

6
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ま
み
ぃ
保
育
園

平
成
15
年
２
月
開
園
予
定△完成予想図



市
民
俳
句
大
会
・
社
会
を
明
る
く
す
る
作
文
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私
は
、
足
に
障
害
を
も
っ
て
生
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
病
名
は
、
脳
性
マ

ヒ
で
す
。
４
歳
の
と
き
に
大
阪
で
手

術
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
普

通
の
小
学
校
に
入
学
し
て
、
今
ま
で

生
活
し
て
き
ま
し
た
。
家
族
や
友
達
、

周
り
の
人
の
協
力
を
得
て
、
こ
こ
ま

で
生
き
て
こ
れ
た
こ
と
を
本
当
に
あ

り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
く

周
り
の
人
に
、「
早
く
歩
け
る
よ
う

に
な
る
と
い
い
ね
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
歩
け
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
が
、
正
直
言
っ
て
歩
け
な
く
て

も
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
歩
け
な

く
て
も
、
手
が
使
え
れ
ば
パ
ソ
コ
ン

関
係
の
仕
事
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
そ
れ
に
今
私
は
、
車
い
す
と
い

う
生
活
を
ぞ
ん
ぶ
ん
に
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
水
泳

と
い
う
運
動
を
仲
間
の
人
た
ち
と
行

っ
て
い
ま
す
。

私
は
今
、「
少
し
で
も
自
分
の
こ

と
は
自
分
で
」
と
い
う
目
標
を
立
て

て
、
リ
ハ
ビ
リ
に
勉
強
に
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

よ
く
、
小
さ
い
子
が
「
何
で
足
が

悪
い
と
？
」「
足
、
け
が
し
た
と
？
」

と
問
い
か
け
て
き
ま
す
。
こ
ん
な
質

問
を
最
初
に
さ
れ
た
時
は
、
自
分
も

答
え
に
と
ま
ど
い
ま
し
た
。
生
ま
れ

つ
き
足
が
悪
い
私
に
と
っ
て
「
な

ぜ
？
」
と
い
う
質
問
は
、
幼
か
っ
た

私
に
と
っ
て
、
と
て
も
答
え
に
く
い

質
問
で
し
た
。
何
と
答
え
た
ら
い
い

の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
こ
ろ
か
ら
私
は
、
自
分
を

「
何
で
だ
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
の

目
で
見
ら
れ
る
の
が
た
ま
ら
な
く
い

や
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
目

の
冷
た
さ
が
い
や
で
し
た
。

で
も
、
そ
ん
な
思
い
は
一
気
に
吹

き
飛
び
ま
し
た
。
あ
の
本
と
の
出
会

い
か
ら
。

あ
る
日
、
母
が
私
に
１
冊
の
本
を

買
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
本

は
、
乙
武

お
と
た
け

洋
匡

ひ
ろ
た
だ

さ
ん
の
「
五ご

体た
い

不ふ

満ま
ん

足ぞ
く

」
で
し
た
。
そ
の
本
の
一
行
に
こ

ん
な
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

「
障
害
は
不
便
で
す
。
で
も
、
不
幸

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
こ
の
一
言
を

読
ん
だ
時
、「
別
に
障
害
を
も
っ
て

生
ま
れ
て
き
て
も
『
自
分
は
不
幸
な

子
』
と
思
わ
な
い
で
、
堂
々
と
生
き

て
い
け
ば
い
い
ん
だ
」
と
確
信
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
ど
ん
な
に
周
り

の
人
が
私
を
見
て
も
、
気
に
な
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
に

出
会
い
、
私
を
分
か
っ
て
も
ら
う
こ

と
も
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

学
校
生
活
の
中
で
も
、
不
便
な
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
車
い

す
を
押
し
て
く
れ
る
人
、
困
っ
て
い

た
ら
「
大
丈
夫
？
」
と
声
を
か
け
て

く
れ
る
人
、
た
の
ん
だ
ら
す
ぐ
に
動

い
て
く
れ
る
人
、
教
室
で
も
、
私
が

「
ち
ょ
っ
と
ご
め
ん
」
と
言
っ
た
ら
、

「
ご
め
ん
ね
」
と
言
っ
て
机
を
動
か

し
て
道
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
り
、
私

が
通
り
や
す
い
よ
う
に
し
て
く
れ
た

り
す
る
人
が
た
く
さ
ん
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

今
の
春
日
南
中
の
２
年
生
が
、
将

来
大
人
に
な
っ
た
と
き
、
障
害
者
や

お
年
寄
り
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
人

に
や
さ
し
く
、
相
手
の
こ
と
を
考
え

る
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
人
間
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
私
は
、
日
常
生
活
を

通
し
て
、
車
い
す
を
使
っ
た
生
活
、

そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
障
害
を
も
っ

た
人
た
ち
の
生
活
の
大
変
さ
、
考
え

方
、
そ
の
思
い
を
み
ん
な
に
伝
え
て

い
き
た
い
、
も
っ
と
も
っ
と
世
の
中

に
出
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
、

自
由
に
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
一
部
割
愛
）

不
幸
じ
ゃ
な
い

春
日
南
中
学
校
２
年
野
村

の

む

ら

弥
里

み

さ

と

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
大
会
入
賞
作
品

10
月
14
日
、
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
で
市
民
俳
句
大
会
が
行
わ
れ
、

愛
好
者
42
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

市
俳
句
協
会
が
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
こ
の
日
は
、
市
内
外
か

ら
募
集
し
た
３
８
０
句
も
の
作
品
か

ら
入
選
作
品
を
選
び
、
表
彰
と
講
評

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
入
選
作
品
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

春
日
市
長
賞

島
唄

し
ま
う
た

に
鋭と

き
口
笛
や
仏
桑
花

ぶ
っ
そ
う
か

高
木

た

か

き

ま
さ
と
さ
ん

春
日
市
議
会
議
長
賞

リ
セ
ッ
ト
の
効
か
ぬ
現
世

う
つ
し
よ

原
爆
忌き

前
田

ま

え

だ

照
子

て

る

こ

さ
ん

春
日
市
教
育
長
賞

ほ
う
た
る
や
眉
月

ま
ゆ
づ
き

淡
き
阿
蘇
五
岳

ご

か

く

阿
部

あ

べ

忠
た
だ
し

さ
ん

西
日
本
新
聞
社
賞

特
攻
の
友
の
碑
こ
こ
に
雲
の
峰

本
松

も
と
ま
つ

黙
翠

も
く
す
い

さ
ん

春
日
市
文
化
協
会
長
賞

肩
に
寄
る
蛍
亡
夫

ほ
う
た
る
つ
ま

と
思
ひ
け
り

堺
さ
か
い

壽
美
子

す

み

こ

さ
ん

キ
ャ
ン
プ
の
子
大
き
夕
日
を
皆
で

見
る
　
　
　
　
井
上

い
の
う
え

利
親

と
し
ち
か

さ
ん

ま
た
、
当
日
会
場
に
俳
句
を
持
ち

寄
っ
て
作
る
「
当
日
句
会
」
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
句
会
受
賞

宗
麟
像

そ
う
り
ん
ぞ
う

顧
か
え
り

み
る
な
し
末
枯

う

ら

が

る
る

越
智

お

ち

ま
さ
え
さ
ん

団
欒

だ
ん
ら
ん

の
花
野
に
初
子

は

っ

こ

抱
き
あ
ぐ
る

上
村

か
み
む
ら

英
雄

ひ

で

お

さ
ん

豊
秋

と
よ
あ
き

の
陽ひ

も
綾
糸

あ
や
い
と

に
佐
賀
錦

に
し
き

古
川

ふ
る
か
わ

久
美

ひ

さ

み

さ
ん

放
牛

ほ
う
ぎ
ゅ
う

の
夢
み
る
睫
毛

ま

つ

げ

露
宿
る

石
井

い

し

い

次
男

つ

ぎ

お

さ
ん

第
25
回
春
日
市
民
俳
句
大
会

△市民俳句大会参加者の皆さん



ト
ピ
ッ
ク
ス

8

2002.  12.  1 市報かすが

△リサイクル品を熱心に吟味

早
朝
か
ら
横
断
歩
道
な
ど
に
立
っ
て
歩
行
者
の
安
全

確
保
に
あ
た
っ
て
い
る
「
交
通
安
全
指
導
員
」
の
研
修

会
が
、
11
月
６
日
、
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

指
導
技
能
の
向
上
を
目
的
に
、
福
岡
県
と
&
県
交
通

安
全
協
会
、
春
日
市
が
主
催
し
た
も
の
で
、
県
下
か
ら

約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
ま
ず
、
県
警
職
員
が
最
近
の
交
通
事
情

と
指
導
方
法
に
つ
い
て
講
義
し
た
後
、
３
団
体
が
ス
テ

ー
ジ
上
の
模
擬
交
差
点
で
安
全
誘
導
実
技
を
発
表
し
ま

し
た
。

そ
の
う
ち
本
市
か
ら
出
場
し
た
小
島

こ
じ
ま

巌
い
わ
お

、
園
木

そ
の
き

正
也

ま
さ
や

両
指
導
員
は
、
落
ち
着
い
た
態
度
で
模
範
実
技
を
披
露

し
て
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

※

現
在
、
春
日
市
で
は
30
人
の
指
導
員
が
、
交
通
安

全
教
室
の
開
催
や
イ
ベ
ン
ト
時
の
交
通
指
導
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
通
安
全
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

春
日
南
中
学
校

創
立
20
周
年
記
念
式
典

春
日
南
中
学
校
20
周
年
記
念
式
典
が
、
11
月
９
日
、

市
長
や
議
長
、
教
育
長
、
歴
代
の
校
長
が
出
席
す
る

中
、
同
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
惣
利
地
区
の
有
志
に
よ
る
龍
踊

じ
ゃ
お
ど

り
も

披
露
さ
れ
、
式
典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

式
典
に
引
き
続
き
第
２
部
で
は
、
同
校
出
身
者
で

つ
く
る
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
　
〟Ｇ
Ｏ
Ｄ

ゴ

ッ

ド

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｈ

ブ

レ

ス

〟

が
出
演
。
後
輩
た
ち
に
、
母
校
に
対
す
る
愛
着
と
将

来
に
対
す
る
夢
を
、
熱
く
語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
同
校
で
は
、
20
周
年
を
き
っ
か
け
に
「
な
ん

ち
ゅ
う
カ
レ
ッ
ジ
」
を
発
足
。
こ
れ
は
、
教
科
以
外

の
幅
広
い
知
識
や
マ
ナ
ー
な
ど
を
生
徒
と
地
域
住
民

が
一
緒
に
な
っ
て
学
ぼ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
講
師

も
地
域
住
民
ら
が

務
め
ま
す
。
国
際

交
流
や
、
陶
芸
、

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ

ィ
ン
、
マ
ジ
ッ
ク

な
ど
計
22
講
座
が

計
画
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
発
展
が
楽

し
み
で
す
。

たくさんの市民が参加
環境問題を考えてみたよ

春日原公民館
ぱそこん工房開講式

市役所駐車場で10月27日、多くの市民が参加して、ガレージセールが
行われました。これは、家庭の遊休品を必要な人に譲り、ゴミの減量とリ
サイクルを進めるために、春日市生活環境組合連合会が開催したものです。
当日は、早朝から、130組の出店者が家庭から持ち寄った遊休品を販売。
たちまち、黒山の人だかりができ、さっそく熱のこもった値段交渉が繰り
広げられていました。
また、この日は同時に「環境フェア」を市役所ロビーで開催しました。

水道企業団や九州電力、西部ガスなどが省エネルギー商品を展示したり、
こどもエコクラブや春日野小学校児童が環境問題について取り組んだ活動
発表会が行われました。
訪れた人々は、環境問題について理解を深めるきっかけとなったようで

す。

11月９日、春日原公民館で、博多南郵便局
と春日市主催のパソコン教室「ぱそこん工房」
が開かれ、20人が参加しました。
この講座は、55歳以上のパソコン初心者を

対象にしたもので、６日間で年賀状を自分で
作ることを目標に、市内７公民館で順次行わ
れることになっています。
初日の今回は、まずパソコンに慣れてもら

うため、マウスの使い方の説明があり、参加
者は「クリック」や「ダブルクリック」、「ド
ラッグ」など、簡単そうで意外と難しい操作
に苦労していました。

△こどもエコクラブの発表の様子 △真剣な表情でマウスを使う練習に励む参加者

△熱演のゴッド・ブレス

u
模
範
実
技
を
披
露
し
た
小
島(

左)

園
木
両
指
導
員

△記念に作られた校訓碑

交
通
安
全
を
願
っ
て
自
己
研
さ
ん

交
通
指
導
員
研
修
会
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健康づくりとクラブ間交流
老人クラブの料理講習会

高齢者向けの健康料理教室が、11月８日、いきいきプ
ラザで行われ、市内の各老人クラブから男女40人が参加
しました。
高血圧や糖尿病予防を目的に市老人クラブ連合会が開

いたもので、この日の献立は五目鶏とサトイモの煮合わ
せや羽二重蒸しなど薄味の５品。
参加者は、５、６人づつのグループに分かれて調理台

を囲み、管理栄養士の指導を受けながら手際よく料理を
仕上げていました。
参加者の一人は、「料理も楽しかったけど、ほかのクラ

ブの人たちと交流できたことが何より。ぜひ、来年も続
けてほしい」と満足そうに話していました。

u
和
気
あ
い
あ
い
と
料
理
す
る
老
人
ク
ラ

ブ
の
参
加
者

街の景観を守るために
違反広告物除却作業

街の景観を守ることを目的として、11月10日、市内全
域で違反広告物除却作業が行われました。
この日は井上

いのうえ

市長も西鉄春日原駅周辺での作業に参加。
違反広告物除却推進員と一緒に、マンションのモデルル
ームの案内看板を撤去したり、電柱に貼り付けられたチ
ラシをはぎ取ったりしていき
ました。
この作業はいつも行ってい

ますが、この日も立て看板
117枚、はり紙230枚、は
り札214枚が除却されまし
た。井上市長は｢寒空での作
業は大変でした。しかし、推
進員がいつも作業してくれて
いるので、景観が守られてい
るのでしょう｣と日ごろの活
動に感謝していました。

須玖小学校
創立30周年

須玖小学校が創立30周年を迎え、それを記念して、10
月25日に親子レクレーションなどのイベントが、26日に
は記念式典と祝賀会が行われました。
25日は、ボール送りゲームや伝統の須玖小サンバを親

子で楽しみました。また、26日の記念式典では、約150
人の出席者の前で、５年生の川�

かわさき

陸
りく

さんが考えた30周
年記念シンボルマーク｢すぐっこ太陽｣の発表や５、６年
生児童による合唱などが和やかな雰囲気の中で行われま
した。
須玖小学校は、創立当時から道徳教育に力を入れてお

り、県から表彰されるなど成果も残しています。峯崎
みねさき

博
ひろ

道
みち

学校長は｢今後も輝く須玖小を作っていくためには、子
どもたちの“生きる力”を育み、努力していくことが大
切です｣と、熱い想いを語りました。

世代間交流スポーツ大会

市内の高齢者が若い人と一緒にゲートボールなどを楽
しむ世代間交流スポーツ大会が、11月10日、市民スポー
ツセンターと大谷小学校の両グラウンドで行われました。
高齢者の生きがいと健康づくりを目的にしたもので、

グラウンドゴルフに35チーム、245人、ゲートボールに
16チーム､96人が参加しました。
小学生からお年寄りまでの３世代で構成する各チーム

は、日ごろ両スポーツに親しんでいるお年寄りが活躍。
若い人に手ほどきするほほえましい光景も見られ、楽

しい交流となったようです。

△おじいちゃんに習ってプレーするお父さんも緊張ぎみ

v
30
周
年
記
念
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
「
す
ぐ

っ
こ
太
陽
」
を
発
表

△電柱に取り付けられたはり
札を取り除く井上市長

料理名人が誕生
子どもの料理教室

福岡地区学校給食会連合会が子どもに食事や料理への興味
を持ってもらおうと、11月16日、ふれあい文化センターで
料理教室を行いました。
この日のメニューは｢若鶏のローストクリスマス風｣など全

４品。参加した子どもたちは、八
や

幡
はた

ロイヤルホテル総料理長村
むら

瀬
せ

英
ひで

雄
お

さんの手ほどきを受けながら、
大人顔負けの手つきでクリスマス
ディナーを作り上げました。

△完成前にちよっと味見



天
神
山
小
学
校
で
、
平
成
10
年
度
か

ら
毎
年
、
２
年
生
の
子
ど
も
た
ち
に
野

菜
づ
く
り
を
教
え
続
け
て
く
れ
て
い
る

の
が
、
す
ぐ
近
く
に
住
む
樋
高
一
志
さ

ん
で
す
。

そ
れ
も
１
日
だ
け
の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
で
は
な
く
、
年
間
を
通
し
て
学

校
に
通
い
続
け
、
野
菜
の
生
長
に
応
じ

た
世
話
の
し
か
た
を
指
導
し
て
く
れ
る

の
だ
そ
う
で
す
。

「
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
、
そ
れ
は

そ
れ
は
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
る
の

で
頭
が
下
が
り
ま
す
」
と
先
生
方
は
感

謝
し
て
い
ま
す
。

樋
高
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
も
毎
年

秋
に
は
学
校
に
立
派
な
菊
を
贈
り
続

け
て
き
て
お
り
、
そ
れ
が
縁
で
生
活

科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
野
菜
づ
く

り
の
指
導
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

以
来
、
長
年
の
家
庭
菜
園
の
経
験

を
生
か
し
て
指
導
に
当
た
り
、
常
に
子

ど
も
た
ち
に
、
大
事
に
育
て
る
こ
と
、

可
愛
が
っ
て
あ
げ
る
こ
と
を
言
い
聞
か

せ
な
が
ら
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
収
穫
を
兼
ね
た
最
後
の
指

導
日
を
迎
え
た
11
月
12
日
、
１
年
間
を

振
り
返
っ
て
樋
高
さ
ん
は
、「
今
年
は
、

ま
ず
１
学
期
に
全
員
で
夏
野
菜
を
育
て

て
そ
の
生
育
を
観
察
、
２
学
期
に
は
ひ

と
り
一
人
に
好
き
な
秋
野
菜
を
選
ば
せ

て
育
て
さ
せ
ま
し
た
。
消
毒
を
し
な
い

の
で
、
葉
っ
ぱ
に
た
く
さ
ん
虫
が
つ
い

て
。
で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
素
手
で
こ

れ
を
取
り
除
き
、
立
派
に
こ
こ
ま
で
育

て
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
子

ど
も
た
ち
の
が
ん
ば
り
に
感
心
。

心
を
込
め
て
育
て
た
野
菜
を
持
っ
て

帰
る
こ
と
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
、

「
お
う
ち
の
人
に
味
噌
汁
に
入
れ
て
も

ら
っ
て
食
べ
な
さ
い
よ
」
と
や
さ
し
く

呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
、
思
い
が
け
ず
子

ど
も
た
ち
が
樋
高
さ
ん
を
お
礼
の
パ
ー

テ
ィ
ー
に
招
待
。
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、

１
年
間
の
野
菜
作
り
で
学
ん
だ
こ
と
の

お
さ
ら
い
も
兼
ね
て
、
ク
イ
ズ
を
し
た

り
、
歌
を
披
露
し
た
り
し
て
感
謝
の
気

持
ち
を
表
わ
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
自
分
た
ち
で
収
穫
し
た

ダ
イ
コ
ン
と
サ
ツ
マ
イ
モ
が
た
く
さ
ん

入
っ
た
豚
汁
を
み
ん
な
で
試
食
。
日
ご

ろ
好
き
嫌
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
も
、

こ
の
日
ば
か
り
は
わ
れ
先
に
と
お
代
わ

り
を
競
っ
て
い
ま
し
た
。

お
別
れ
に
樋
高
さ
ん
は
「
野
菜
に
限

ら
ず
、
何
か
『
も
の
』
を
作
る
こ
と
を

通
し
て
『
も
の
』
を
大
切
に
す
る
気
持

ち
も
育
て
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
日

の
皆
さ
ん
の
よ
う
に
、
野
菜
を
ど
ん
ど

ん
食
べ
て
元
気
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

開
校
以
来
、
地
域
と
共
に
学
校
づ
く

り
を
進
め
て
き
た
同
校
の
森も

り

教
頭
先
生

は
「
こ
う
し
て
み
る
と
、
学
校
は
ほ
ん

と
う
に
地
域
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
ま
す
。
樋
高
さ
ん
を
自
分
の

お
じ
い
さ
ん
の
よ
う
に
慕
っ
て
き
た
子

ど
も
た
ち
は
、
今
日
の
豚
汁
の
味
と
共

に
、
樋
高
さ
ん
の
こ
と
を
け
っ
し
て
忘

れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
」
と
喜
ん

で
い
ま
す
。

（
広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
　
野
見
山

の

み

や

ま

敬
子

け

い

こ) お
知
ら
せ
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天
神
山
小
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

樋
高

て

た

か

一
志

い

ち

し

さ
ん
（
73
歳
）

野
菜
づ
く
り
の
学
校
通

い
が
日
課

第
29
回
春
日
市
文
化
祭

△２年生全員を前に、今日の手入
れについて説明する樋高さん

△一鉢一鉢、子どもたちの野菜に
肥料を入れてくれる樋高さん

恒
例
の
文
化
祭
が
、
11
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
や
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
に
は
、
各
分
野
か
ら
素
晴
ら
し
い
作
品
が
多
数
展
示
さ
れ
、
訪

れ
た
市
民
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ル
で
は
、
市
文
化
協
会
の
芸
能
発
表
や
、
市
国
際
交
流
協
会

に
よ
る
映
画
上
映
な
ど
も
行
わ
れ
、
大
勢
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。



野
外
活
動
場
内
の
星
の
館(

天
体
観

測
所)

で
、
星
の
観
望
会
を
行
い
ま
す
。

20
㎝
天
体
望
遠
鏡
に
よ
る
星
空
の
散
歩

を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

１
月
11
日
G

午
後
８
時
〜
10
時

※

天
候
次
第
で
は
、
場
内
の
活
動
セ

ン
タ
ー
で
星
の
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

場
所

野
外
活
動
場
星
の
館(

大
野
城

市
牛
頸

う
し
く
び

２
３
７
４
―
２
）

参
加
費

▽
高
校
生
以
上
　
２
０
０
円

▽
中
学
生
以
下
　
１
０
０
円

定
員

20
人
程
度(

申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選)

※

中
学
生
以
下
の
参
加
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

12
月
27
日
F
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

３
２
３
４

家
族
で
楽
し
め
る
催
し
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
間

12
月
２
日
B
〜
14
日
G

会
場

▽
春
日
原
東
町
・
朝
市
商
店
街

▽
西
鉄
春
日
原
駅
東
口
特
設
会
場

内
容

▽
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

▽
日
替
り
特
価
市(

12
月
６
日
F
、
７

日
G
、
13
日
F
、
14
日
G
）

▽
抽
選
会
、
餅
つ
き
、
焼
き
芋
、
太
鼓
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど(

最
終
日
）

問
い
合
わ
せ
先

春
日
原
公
民
館

1(

591)

６
０
０
０

家
庭
崩
壊
、
学
級
崩
壊
が
語
ら
れ
る

現
代
に
生
き
る
主
人
公
あ
す
か
の
、
悲

し
み
か
ら
希
望
へ
の
再
生
を
描
い
た
物

語
で
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
家
族
揃
っ
て
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
15
日
A

午
前
10
時
〜
、
午
後
１
時
〜

(

上
映
時
間
　
80
分)

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル(

大
谷
６
―
24)

定
員

各
２
５
０
人(

当
日
先
着
順)

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

４
１
２
１

子
育
て
や
教
育
に
不
安
や
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
託
児(
無
料
・
要
申
し
込
み)

も

あ
り
ま
す
。

日
時

12
月
８
日
A

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場

ア
ク
ロ
ス
福
岡
４
階
国
際
会
議

場(

福
岡
市
中
央
区
天
神
１
―

１
―
１)

講
師

北
村

き
た
む
ら

弥
枝

み

つ

え

さ
ん(

教
育
研
究
会

未
来
主
宰)

費
用

１，

０
０
０
円

※

入
場
券
は
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
日
券
も
あ
り
ま
す
。

託
児
申
込
先

田
川

た

が

わ

1(

565)

０
１
０
５(

5
兼
用)

問
い
合
わ
せ
先

山
口

や
ま
ぐ
ち

1(

865)

２
６
８
８

○
創
業
推
進
事
業
講
座

創
業
意
欲
は
あ
っ
て
も
適
切
な
計

画
が
立
て
ら
れ
な
い
人
を
対
象
に
、

創
業
に
向
け
た
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。

定
員

20
人
程
度(

申
込
多
数
の
場

合
は
選
考)

内
容

▽
金
融
▽
税
務
▽
体
験
談
▽

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
方

法
な
ど

○
電
子
商
取
引(

Ｅ
Ｃ)

入
門
講
座

電
子
商
取
引
を
中
心
と
し
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座
で
す
。

日
程(

い
ず
れ
か
）

▽
12
月
９
日
B
〜
13
日
F

▽
12
月
16
日
B
〜
20
日
F

時
間

午
後
１
時
〜
５
時

費
用

１
万
円(

テ
キ
ス
ト
代
別
途)

※

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
商
工
会

1(
581)

１
４
０
７

星
の
観
望
会

イ
ベ
ン
ト�
第
２
回
春
日
原
ま
つ
り

い
ま
春
日
原
が
い
い
ぞ

家
庭
の
日
・
親
子
映
画
会

「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
」
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「
心
の
教
育
」
講
演
会

親
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
が
変
わ
る

講
　
演�

大
掃
除
を
前
に
、
粗
大
ゴ
ミ
の
出

し
方
を
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

１

毎
月
15
日(

12
月
は
16
日
B)

ま

で
に
、
環
境
対
策
課
へ
電
話
で
収

集
の
予
約
を
す
る
。

２

粗
大
ゴ
ミ
指
定
シ
ー
ル(

税
込

み
５
０
０
円)

を
必
要
枚
数
購
入

し
、
粗
大
ゴ
ミ
に
は
る
。

３

毎
月
第
４
回
目
の
指
定
曜
日
の

午
後
10
時
ま
で
に
、
家
の
前
に
出

す
。

確
認
し
よ
う

▽
指
定
ゴ
ミ
袋
に
入
る
も
の
は
、
分

別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

▽
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
４
品
目(

エ
ア

コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯

機)

や
、
バ
イ
ク
、
建
築
廃
材
、

タ
イ
ヤ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
は
粗

大
ゴ
ミ
と
し
て
出
せ
ま
せ
ん
。
購

入
し
た
販
売
店
な
ど
に
引
き
取
っ

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

※

粗
大
ゴ
ミ
は
、
個
人
で
直
接
処

理
施
設
に
持
ち
込
む
こ
と
も
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
環
境
対
策
課
）

見
直
そ
う�

ゴ
ミ
の
出
し
か
た�

見
直
そ
う

見
直
そ
う�

ゴ
ミ
の
出
し
か
た

ゴ
ミ
の
出
し
か
た�

見
直
そ
う�

ゴ
ミ
の
出
し
か
た�

〈17〉�〈17〉�〈17〉�

講
　
座�

商
工
会
講
座
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原
田

は
ら
だ

暁あ
き
ら

ち
ゃ
ん
（
上
白
水
）

平
成
12
年
12
月
14
日
生

橋
口

は
し
ぐ
ち

貴
裕

た
か
ひ
ろ

ち
ゃ
ん
（
上
白
水
）

平
成
12
年
１
月
20
日
生

岩
熊

い
わ
く
ま

砂
那

さ

な

ち
ゃ
ん
（
岡
本
）

平
成
13
年
12
月
９
日
生

松
本

ま
つ
も
と

鈴
花

す
ず
か

ち
ゃ
ん（
小
倉
東
）

平
成
13
年
12
月
29
日
生

宍戸
し し ど

花梨
か り ん

ちゃん(右)

玲奈
れ い な

ちゃん(左)
平成12年12月16日生

2002.  12.  1 市報かすが

（千歳町）

体
を
楽
し
く
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

○
身
体
障
害
者
水
泳
教
室
５

定
員

20
人

日
程

平
成
15
年
１
月
11
日
〜
３
月

１
日
の
毎
週
土
曜
日(

全
８

回)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

申
込
期
限

12
月
25
日
D

○
知
的
障
害
者
水
泳
教
室
６(

レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
コ
ー
ス)

定
員

15
人

日
程

平
成
15
年
１
月
21
日
〜
３
月

11
日
の
う
ち
２
月
11
日
を
除

く
毎
週
火
曜
日(

全
７
回)

時
間

午
後
６
時
〜
８
時

申
込
期
限

平
成
15
年
１
月
７
日
C

○
障
害
児
親
子
体
操
教
室

定
員

10
組

日
程

平
成
15
年
１
月
11
日
〜
３
月

１
日
の
毎
週
土
曜
日(

全
８

回)

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

申
込
期
限

12
月
25
日
D

※

い
ず
れ
も
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
ま
す
。

参
加
費

一
人
３
０
０
円(

傷
害
保
険

料
と
し
て)

会
場

ク
ロ
ー
バ
―
プ
ラ
ザ
ア
リ
ー
ナ

棟
プ
ー
ル
か
体
育
館(

原
町
３

―
１
―
７)

申
込
方
法

市
役
所
高
齢
障
害
課
に
あ

る
申
込
書
と
自
己
申
告
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
票
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
す

る
か
直
接
持
参
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会

1(

582)

５
２
２
３

5(

582)

５
２
２
８

パ
ソ
コ
ン
を
初
め
て
勉
強
す
る
身
体

障
害
者
の
た
め
の
教
室
で
す
。

日
時

12
月
10
日
C
・
13
日
F

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

原
町
３

―
１
―
７)

定
員

20
人(

申
込
先
着
順)

受
講
料

１，

０
０
０
円(

教
材
費
と

し
て)

内
容

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
そ
う

▽
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
作
成

申
込
方
法

12
月
６
日
F(

必
着)

ま
で

に
市
高
齢
障
害
課
に
あ
る
申
込

書
を
郵
送
す
る
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
内「
身
体
障
害
者

パ
ソ
コ
ン
教
室
」係(

原
町
３
―

１
―
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受

箱
13
号)

1(

584)

６
０
６
７(

5
兼
用)

母
子
寡
婦
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、
私

た
ち
の
生
活
に
対
す
る
支
援
体
制
も
変

わ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
一
緒
に
学
習
し

ま
し
ょ
う
。

託
児(

無
料
・
先
着
15
人)

も
行
い
ま

す
。

日
時

12
月
８
日
A

午
前
10
時
30
分
〜
正
午(

受
付

午
前
10
時
〜)

災
害
に
あ
う
な
ど
の
特
別
な
事
情

が
な
い
の
に
１
年
以
上
国
保
税
を
滞

納
し
て
い
る
場
合
、
保
険
証
を
返
し

て
も
ら
い
、
代
わ
り
に
資
格
証
明
書

を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

資
格
証
明
書
と
は
？

保
険
証
で
病
院
に
か
か
る
と
、
一

部
負
担
金(

医
療
費
の
３
割
ま
た
は

２
割)

の
支
払
い
で
済
み
ま
す
が
、

資
格
証
明
書
の
場
合
、
医
療
費
全
額

(

10
割)

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

払
い
戻
し
は
受
け
ら
れ
る
の
？

医
療
費
を
全
額
支
払
っ
た
後
、
申

ご
注
意
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納

請
す
る
と
、
そ
の
７
割
ま
た
は
８
割

相
当
額
の
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
１
年
６
か

月
以
上
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
場

合
は
、
払
い
戻
し
の
全
部
ま
た
は
一

部
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
で
も
な
お
国
保
税
の
納
付
が

な
い
と
き
は
、
差
し
止
め
て
い
る
払

い
戻
し
分
を
滞
納
し
て
い
る
国
保
税

に
充
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た

め
に
も
、
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
国
保
年
金
課
）

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
教
室

身
体
障
害
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

受
講
者
募
集

母
子
、
寡
婦
の
た
め
の

福
祉
制
度
勉
強
会

会
場

市
役
所
大
会
議
室

講
師

県
お
よ
び
市
の
担
当
職
員

※

託
児
希
望
者
は
、
前
日
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市

母
子
寡
婦
福
祉
会(

白
水
大
池

公
園
虹
の
売
店
内)

1(

596)

９
９
２
５(

5
兼
用)



お
知
ら
せ

13

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

春
日
市
国
際
交
流
協
会
に
よ
る
、
英

語
と
中
国
語
の
教
室
で
す
。

○
親
子
英
会
話(
初
心
者
向
け)

日
程

毎
週
木
曜
日

対
象

小
学
３
〜
６
年
生
と
そ
の
保

護
者

受
講
料(

一
人)

７，

５
０
０
円

○
英
会
話
ス
テ
ッ
プ
１(

英
検
準
２
級

程
度)

日
程

毎
週
木
曜
日

対
象

中
学
生
以
上

受
講
料

１
万
５
０
０
円

○
英
会
話
ス
テ
ッ
プ
２(

英
検
２
級
程

度)日
程

毎
週
金
曜
日

対
象

中
学
生
以
上

受
講
料

１
万
５
０
０
円

○
中
国
語
会
話(

初
級)

日
程

毎
週
金
曜
日

対
象

18
歳
以
上

受
講
料

９，

０
０
０
円

期
間

平
成
15
年
１
月
〜
３
月

時
間

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

原
町
３

―
１
―
７)

定
員

各
20
人(

申
込
先
着
順)

※

申
込
が
少
な
い
場
合
は
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

講
師

各
ク
ラ
ス
と
も
そ
の
言
語
を
母

国
語
と
す
る
人(

予
定)

※

受
講
料
は
、
い
ず
れ
も
３
か
月
分

で
す
。
国
際
交
流
協
会(

入
会
金
２
千

円)

会
員
の
受
講
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
５

０
０
円
引
き
で
す
。

申
込
方
法

月
曜
日
を
除
く
毎
日
午
後

７
時
30
分
〜
９
時
に
電
話
す
る

か
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

野
田

の

だ

さ
ゆ
り

(

〒
816
―
０
８
１
４
春
日
２
―

63
―
５)

1(

572)

４
５
９
６(
5
兼
用)

春
日
市
国
際
交
流
協
会
に
よ
る
世
界

の
料
理
講
座
で
す
。

日
時

12
月
５
日
E

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
料
理

講
習
室(

大
谷
６
―
24)

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

内
容

▽
プ
ル
コ
ギ
チ
ョ
ン

▽
チ
ヂ
ミ

▽
チ
ャ
ピ
チ
ェ

参
加
費

▽
大
人
　
１，

２
０
０
円

▽
子
ど
も
　
６
０
０
円

※
　
当
協
会
の
会
員
は
半
額
で
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾き
ん

、
ふ
き
ん

申
込
方
法

12
月
４
日
D
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

井
上

い
の
う
え

英
子

え

い

こ

1(

572)

１
３
８
３(

5
兼
用)

英
会
話
・
中
国
語
会
話
教
室

受
講
者
募
集

朝
起
き
て
、
新
聞
を
読
み
、
今
日

の
仕
事
の
段
取
り
を
考
え
る
。
こ
れ

は
ご
く
普
通
の
光
景
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
「
朝
刊
を
読
む
」
と
い
う
日
常

的
な
習
慣
が
な
ん
と
な
く
お
っ
く
う

に
な
り
、
記
事
に
興
味
が
な
く
な
っ

て
き
た
と
し
た
ら
、
こ
れ
は
心
配
な

こ
と
で
す
。

日
常
的
な
朝
の
生
活
習
慣
に
変
調

が
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
心
の
健

康
度
が
悪
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

う
つ
病
の
初
期
症
状
と
疑
わ
れ
ま
す
。

う
つ
病
の
初
期
は
、
朝
の
気
分
や

体
調
が
す
ぐ
れ
ず
、
い
ろ
ん
な
こ
と

に
対
し
て
興
味
や
関
心
を
持
て
な
く

な
る
た
め
、
新
聞
記
事
も
今
ま
で
の

よ
う
に
丹
念
に
読
む
こ
と
が
な
く
な

り
ま
す
。
熱
烈
な
プ
ロ
野
球
フ
ァ
ン

だ
っ
た
人
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
欄
に
さ

え
関
心
が
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
テ

レ
ビ
に
対
し
て
も
同
じ
よ
う
で
す
。

好
き
な
番
組
を
見
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
な
く
な
り
、
見
て
も
面
白
く
な

く
、
た
だ
煩
わ
し
い
だ
け
に
な
り
ま

す
。ま

た
、
朝
の
身
だ
し
な
み
に
対
し

て
い
つ
も
の
よ
う
な
配
慮
が
な
く
な

っ
た
り
、
買
い
物
に
対
す
る
関
心
が

低
下
し
た
り
し
ま
す
。

「
朝
刊
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
は
こ

の
よ
う
な
う
つ
病
の
初
期
に
お
け
る

朝
の
生
活
不
調
の
こ
と
を
、
う
つ
病

研
究
で
有
名
な
笠
原

か
さ
は
ら

嘉
よ
し
み

さ
ん
が
名

付
け
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
い
ず

れ
も
と
き
ど
き
、
あ
る
い
は
数
日
間

な
ら
ば
、
だ
れ
に
で
も
あ
る
こ
と
で

す
が
、
何
週
間
も
何
か
月
間
も
続
く

と
し
た
ら
、
や
は
り
う
つ
病
を
疑
う

べ
き
で
す
。

朝
の
気
分
や
体
調
は
、
こ
こ
ろ
の

健
康
を
見
る
う
え
で
大
切
な
こ
と
な

の
で
す
。

見元
み も と

裕司
ゆ う じ

さん
(乙金病院院長)

世
界
の
料
理
講
座

韓
国
の
正
月
料
理

1

朝
刊
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

みてみてきいて�

生まれたての娘と出会っ
て７か月。たまに大人びた
表情を見せるようになった。
私が疲れて途方にくれて

いるとき、迷って困ってい
るとき…抱っこした胸元か
らその大人びた顔で、私の
目をまっすぐに見つめる。
｢ありがとう。大丈夫だ

よ｣。ニッコリ笑いかけると
安心して娘もニッコリ。私
の心は穏やかになり、自分
を取り戻す。娘は無邪気な
赤ちゃんの顔へ。心温まる
幸せな時間。
泣いたり、笑ったり…そ

の瞳は私を追いかける。娘
が私をママにしてくれてい
る。本当にありがとう。マ
マがんばるよ。

独身のころはキャリアウ
ーマンきどりで、主婦はつ
まらないと決め込んでいた
私。結婚し、娘が生まれ、
我が子がこんなにかわいい
ものと知った。
第２子は男の子。力の強

さはさすがだと思い知らさ
れる。毎日が発見の連続。
小さくても一人の人間とし
て接していると、0歳でも
私が言っていることが分か
る。ほんとうに驚きの連続
だ。息子は甘えん坊で、私
の姿が見えないとすぐに探
す。それがまた、たまらな
くかわいい。２人とも自分
が１番だと言わんばかりに
抱きついてくる。幸せを満
喫する瞬間だ。
でも、あと数年もすると

｢チュ｣もしてくれないんで
しょうね。

合図はニッコリ
ハッピーママペンネーム

小さな幸せ
どろんこママペンネーム



お
知
ら
せ

14

添
田

そ
え
だ

美
純

み
す
み

ち
ゃ
ん
（
大
和
町
）

平
成
13
年
12
月
26
日
生

石
原

い
し
は
ら

慎
也

し
ん
や

ち
ゃ
ん
（
上
白
水
）

平
成
12
年
12
月
25
日
生

　写真は、お子さんの顔が大き
く写っているもので、裏にお子
さんの氏名（ふりがな）、生年月日、
住所、電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。�
　対象は３歳までで、1月6日ま
での到着分の中から抽選で決定
します。�

福
田

ふ
く
だ

真
仁

し
ん
じ

ち
ゃ
ん
（
宝
町
）

平
成
13
年
12
月
23
日
生

清
水

し
み
ず

優
希

ゆ
う
き

ち
ゃ
ん
（
下
白
水
南
）

平
成
11
年
12
月
28
日
生

2002.  12.  1 市報かすが

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

講
師

福
岡
市
水
泳
協
会
会
員

○
小
学
生
水
泳
教
室

水
の
苦
手
な
小
学
生
の
た
め
の
教

室
で
す
。

日
程

平
成
15
年
１
月
11
日
〜
３
月

29
日
の
毎
週
土
曜
日(

全
12
回)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

講
師

福
岡
市
水
泳
協
会
会
員

定
員

20
人(

脂
肪
燃
焼
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

教
室
の
み
30
人)

※

い
ず
れ
も
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、当
選
者
に
の
み
通
知
し
ま
す
。

受
講
料

３
、
０
０
０
円(

夜
間
初
心

者
水
泳
教
室
は
２
、
０
０
０
円)

申
込
方
法

12
月
15
日
A
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
直

接
窓
口
で
、
希
望
教
室
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名(

ふ
り

が
な)

、
年
齢(

学
年)

、
性
別
、

電
話
番
号
、
当
プ
ー
ル
教
室
参

加
経
験
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

1(

915)

３
５
０
０

5(
585)

１
６
３
４

市
は
、
市
内
の
環
境
を
調
査
す
る
た

め
に
、
大
気
や
騒
音
、
地
下
水
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
測
定
を
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。こ

の
ほ
ど
、
平
成
13
年
度
分
の
測
定

結
果
が
出
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
結
果
も

お
お
む
ね
環
境
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
良
好
な
生
活
環
境
の
維

持
や
監
視
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

詳
し
い
測
定
結
果
は
、
市
役
所
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。

測
定
の
種
類

▽
大
気
測
定

▽
道
路
交
通
騒
音
測
定

▽
降
下
ば
い
じ
ん
測
定

▽
河
川
水
調
査

▽
井
戸
水
検
査

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課
生
活
公

害
担
当

市
民
を
対
象
に
し
た
公
開
講
座
で

す
。

講
座
名

▽
万
葉
講
座
▽
九
州
の
歴
史

紀
行
▽
歌
舞
伎
講
座
▽
英
会
話

▽
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
講
座
▽
英
検
講

座
▽
ワ
ー
ド
▽
エ
ク
セ
ル
▽
ハ

ン
ド
ベ
ル
な
ど

申
込
期
限

12
月
20
日
F

※

日
程
や
費
用
、
定
員
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
女
学
院

大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

1(

575)

２
９
９
３(

5
兼
用)

Ｅ
メ
ー
ル
　sh

o
g
ai@
fu
ku
jo
.ac.jp

【h
ttp
://w
w
w
.fu
ku
jo
.ac.jp

】

毎
月
「
第
１
土
曜
日
」
に
、
高
校
生

以
下
の
人
を
対
象
に
、
温
水
プ
ー
ル
を

無
料
開
放
し
ま
す
。

日
時

12
月
７
日
G

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分

(

一
人
２
時
間
以
内)

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル(
大
谷
６
―
28)

※

「
３
歳
未
満
は
利
用
で
き
な
い
」、

「
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

の
入
水
が
必
要
」、「
全
員
水
泳
帽
子

を
着
用
す
る
」
な
ど
の
き
ま
り
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

915)

３
５
０
０

○
脂
肪
燃
焼
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

お
正
月
で
食
べ
過
ぎ
た
体
を
引
き

締
め
ま
せ
ん
か
。

対
象

18
歳
以
上
の
人

日
程

平
成
15
年
１
月
８
日
〜
３
月

26
日
の
毎
週
水
曜
日(

全
12
回)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

講
師

花
田

は

な

だ

純
子

じ
ゅ
ん
こ

さ
ん(

ア
ク
ア
ビ

ク
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー)

○
初
心
者
水
泳
教
室

水
の
苦
手
な
人
や
泳
げ
な
い
人
の

た
め
の
教
室
で
す
。

対
象

18
歳
以
上
の
人

日
程

平
成
15
年
１
月
９
日
〜
３
月

27
日
の
毎
週
木
曜
日(

全
12
回)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

講
師

福
岡
市
水
泳
協
会
会
員

○
夜
間
初
心
者
水
泳
教
室

昼
間
の
教
室
に
参
加
で
き
な
い
人

の
た
め
の
夜
間
教
室
で
す
。

対
象

18
歳
以
上
の
人

日
程

平
成
15
年
１
月
24
日
〜
３
月

14
日
の
毎
週
金
曜
日(

全
８
回)

温
水
プ
ー
ル

水
泳
教
室
受
講
生
募
集

ス
ポ
ー
ツ�

今
月
は
７
日

温
水
プ
ー
ル
無
料
開
放

平
成
13
年
度
環
境
調
査

測
定
結
果
が
出
ま
し
た

環
　
境�

福
岡
女
学
院
大
学

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座



九
州
北
部
税
理
士
会
や
県
司
法
書
士

会
、
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
な
ど
で
つ

く
る
福
岡
専
門
職
団
体
連
絡
協
議
会
に

よ
る
無
料
相
談
で
す
。

日
時

12
月
７
日
G

午
後
１
時
〜
４

時(

受
付
は
３
時
ま
で
）

会
場

あ
い
れ
ふ
10
階
講
堂(

福
岡
市

中
央
区
舞
鶴

ま
い
づ
る

２
―
５
―
１
）

相
談
内
容

失
業
・
雇
用
問
題
、年
金
、

補
償
問
題
、
相
続
、
遺
言
、
不

動
産
売
買
、
登
記
、
商
標
、
税

務
、
家
賃
、
多
重
債
務
、
高
齢

者
問
題
な
ど

相
談
員

税
理
士
、
司
法
書
士
、
土
地

家
屋
調
査
士
、
弁
理
士
、
不
動

産
鑑
定
士
、
行
政
書
士
、
社
会

保
険
労
務
士
、
弁
護
士
、
公
認

会
計
士

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
専
門
職
団
体
連

絡
協
議
会

1(

714)

３
７
２
１

福
岡
徳
洲
会

と
く
し
ゅ
う
か
い

病
院
の
医
師
な
ど
に
よ

る
、
わ
か
り
や
す
く
、
た
め
に
な
る
健

康
教
室
で
す
。
予
約
は
不
要
で
、
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
12
月
６
日
F

「
女
性
の
尿
失
禁
ケ

ア
」

紅
坂

べ
に
さ
か

久
美

く

み

さ
ん(

看
護
師
長)

▽
12
月
13
日
F

「
排
尿
障
害
に
つ
い

て
」

大
森

お
お
も
り

章
男

あ

き

お

さ
ん(

泌
尿
器
科
部
長)

▽
12
月
20
日
F

「
健
康
増
進
法
―
健

康
日
本
21
へ
の
取
り
組
み
ー
」

江
口

え

ぐ

ち

ミ
チ
子こ

さ
ん(

看
護
部
長)

時
間

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

福
岡
徳
洲
会
病
院
セ
ン
タ
ー
６

階
講
堂(

須
玖
北
４
―
５)

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
徳
洲
会
病
院
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

1(

573)

６
６
２
２

原
爆
被
爆
者
二
世
で
希
望
す
る
人
を

対
象
に
し
た
無
料
の
健
康
診
断
で
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

期
日

平
成
15
年
２
月
28
日
F

ま
で

(

土
・
日
曜
日
、
年
末
年
始
を

除
く)

時
間

午
前
９
時
〜
11
時
、
午
後
１
時

〜
３
時

場
所

福
岡
結
核
予
防
セ
ン
タ
ー(

福

岡
市
中
央
区
大
名
２
―
４
―

７)

問
い
合
わ
せ
先

県
健
康
対
策
課
保
健

事
業
係

1(

643)

３
２
７
０

障
害
者
週
間
に
ち
な
ん
だ
医
療
講
演

会
で
す
。
参
加
は
無
料
で
、
申
込
も
不

要
で
す
。

日
時

12
月
８
日
A

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
ス
タ

デ
ィ
ル
ー
ム(

原
町
３
―
１
―

７)

テ
ー
マ

大
腸
ガ
ン
は
怖
く
な
い
〜
そ

の
治
療
と
予
防
に
つ
い
て
〜

講
師

磯
本

い
そ
も
と

浩
晴

ひ
ろ
は
る

さ
ん(

久
留
米
大
学

医
療
セ
ン
タ
ー
教
授)

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
分
会
　
尾
針

お

ば

り

忠た
だ

之ゆ
き1(

592)

８
７
５
７

12
月
１
日
の
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

に
ち
な
ん
で
、
医
師
と
保
健
師
が
無
料

で
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
に
応
じ
ま
す
。

日
時

12
月
３
日
C

午
前
９
時
〜
11

時
、
午
後
１
時
〜
８
時

会
場

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所(

大

野
城
市
白
木
原
３
―
５
―
25)

※

相
談
や
検
査
は
匿
名
で
も
受
け
ら

れ
、
検
査
結
果
は
、
１
週
間
後
に
直

接
本
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
無
料
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査

は
毎
週
火
曜
日(

午
前
９
時
〜
11
時
）

に
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
健
康
対
策
課
感
染
症
係

1(

582)

２
５
２
２

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
親
の
交

流
の
場
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時

12
月
11
日
D

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―

１
２
０)

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

子
育
て
教
室

病
気
と
予
防
接
種

原
爆
被
爆
者
二
世
の

健
康
診
断

お
知
ら
せ

15
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相
　
談�

く
ら
し
・
事
業
な
ん
で
も
相
談
フ
ェ
ア

健
康
教
室 健

康
・
保
健�

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

医
療
講
演
会

エ
イ
ズ
相
談
・
検
査

みてみてきいて�

老人会女性部の役員を務
めていたとき、初めて手話
ダンスを習った。高齢者に
とっては難しく、好きにな
れなかったのだが、いきい
きフェスタがあったとき、
習いたての｢四季の歌｣と｢忘
れな草を貴方

あ な た

に｣の２曲をス
テージで披露した。
踊り終えてステージを降

りると、聴覚障害者の方か
ら笑顔と身振

ぶ

り手振
ぶ

りで話
し掛けられた。そして、最
後におすもうさんが懸賞金
をもらうときの仕草をされ
た。喜びの表情だった。
こんなに喜んでもらえる

とは思ってもいなかったの
で、胸がキュンとしてうれ
しくなり、踊りを習ってよ
かったと思った。でも、コ
ミュニケーションが取れな
い自分が情けなかった。
聴覚障害者のあの屈託の

ない笑顔と最後の仕草が、
強く印象に残り、手話に興
味を持った。
さっそく手話の本を購入

し、独学を始めたが、さび
ついた頭では覚えられず苦
労した。しかし、努力のか
いあって、今では少し会話
が分かるようになった。そ
して、あのおすもうさんの
仕草が｢ありがとう｣の意味
だと知り、感動した。
あのときは返事もできな

かったが、今度こそ｢両手の
手のひらを左右の胸に当て
て交互に２度３度上下させ｣
てあいさつしよう。｢楽しか
った｣と。

　ハガキに題名、住所、氏名、電話番
号を書いて送ってください。とく名や
ペンネームも可。�
　なお、編集の都合で、原文を要約し
たり、表現を変えたりすることがあります。�
あて先　〒８１６－８５０１春日市役所　　
　　　広報担当「エッセイ」係�
※　掲載した人には図書券（500円分）
　を進呈します。�

手話ダンス
日の出のおばちゃまペンネーム
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2002.  12.  1 市報かすが

先方への電話は12月１日以
降にお願いします。

【ゆずります】
●男児用自転車u22インチ
u３千円●一輪車u赤色●
スキーウェアu男女兼用u

黄色u 140㎝●スキー靴
u21㎝●こたつ布団上下u

いずれも無料でu 小河
お が わ

1(596)7481
●小型犬用キャリーuプラ
スチック製●ベビー用ロー
ラックuいずれも無料でu

奈木野
な ぎ の

1090(5735)8528
●婦人用スーツuバーバリ
ーu9～11号u８千円●羊
皮コートu黒色u１万円●
かい巻き布団u２千円●水
屋兼整理ダンスu２千円u

吉本
よしもと

1(501)3017
●学習机とイスuくろがね
製u奥行60㎝×幅95㎝×
高さ74㎝u 無料でu 林

はやし

1(596)7749

【ゆずってください】
●ベビー服u80㎝～100㎝
u女児用u無料でu奈木野

な ぎ の

1090(5735)8528

《このコーナーの掲載希望は》
ハガキに、住所、氏名(匿

名は不可)、電話番号、品物
名(色、サイズ、特徴など詳
しく)、有料・無料の別(有
料の場合は１万円を上限と
する希望価格)などを書いて
市役所広報担当に送ってく
ださい。

※ このコーナーは、リサ
イクルを進めるための伝
言板です。営利目的での
利用はご遠慮ください。
なお、品物の引き取り

方法やクレームについて
は、直接当事者間で話し
合ってください。

1
０
３(

３
３
５
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８
４
２
１

5
０
３(

３
３
５
４)

２
２
０
７

【h
ttp
://w
w
w
.kskk.o

r.jp

】

新
築
ま
た
は
空
き
家
の
あ
る
既
存
の

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間

12
月
２
日
B
〜
10
日
C

※

詳
し
く
は
、
募
集
案
内
書
を
見
て

く
だ
さ
い
。
募
集
案
内
書
は
、
申
込

期
間
中
、
市
厚
生
課
と
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
に
置
い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
住
宅
供
給

公
社
県
営
住
宅
管
理
部

1(

713)

１
６
８
３

市
の
保
健
師
も
し
く
は
看
護
師
臨
時

職
員
と
し
て
勤
務
す
る
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
登
録
が
必
要
で
す
。
給
与
や
待
遇

は
市
の
規
定
に
よ
り
ま
す
。

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
な
ど

を
対
象
に
し
た
教
室
で
す
。
参
加
は
無

料
で
す
。

日
時

12
月
14
日
G

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

か
す
が
の
郷さ

と

交
流
ス
ペ
ー
ス

（
塚
原
台
３
―
１
２
９)

講
師

林
田

は
や
し
だ

浩
子

ひ

ろ

こ

さ
ん(

理
学
療
法
士)

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
の
郷

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

1(

595)

８
１
８
８

多
民
族
国
家
ベ
ト
ナ
ム
の
音
楽
・
料

理
体
験
や
学
生
と
の
交
流
会
も
あ
り
ま

す
。
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

期
間

平
成
15
年
２
月
18
日
C
〜
22
日

G(

４
泊
５
日)

※
　
事
前
研
修
会
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費

14
万
５，

０
０
０
円

※

ほ
か
に
手
数
料
と
査
証
代
が
必
要

で
す
。

定
員

20
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

平
成
15
年
１
月
10
日
F
ま

で
に
所
定
の
申
込
書
を
提
出
す

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
辺

は

ま

べ

百
合
子

ゆ

り

こ

(

春
日
市
国
際
交
流
協
会)

1(

593)

５
８
９
３

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
文
化
交
流
、
学
校

体
験
な
ど
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解

や
友
好
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

○
中
学
・
高
校
生
春
休
み
海
外
派
遣
事
業

行
先
・
期
間

▽
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア(

13
日
間)

▽
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド(

11
日
間)

▽
イ
ギ
リ
ス(

13
日
間)

▽
カ
ナ
ダ(

11
日
間)

▽
ア
メ
リ
カ(

12
日
間)

応
募
期
限

平
成
15
年
２
月
７
日
F

○
大
学
生
・
社
会
人(

18
歳
以
上)

冬
季

海
外
派
遣
事
業

行
先
・
期
間

▽
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア(

10
日
間)

▽
ア
メ
リ
カ(

14
日
間)

▽
イ
ン
ド
ネ
シ
ア(

10
日
間)

▽
カ
ン
ボ
ジ
ア(

11
日
間)

応
募
期
限

平
成
15
年
１
月
11
日
G

※

日
程
や
費
用
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

&
国
際
青
少
年
研
修

協
会

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

勤
務
場
所

市
役
所
ま
た
は
い
き
い
き

プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―
１
２
０)

申
込
方
法

市
指
定
の
「
臨
時
職
員
登

録
申
込
書
」
か
市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
す

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

経
済
産
業
省
は
、
12
月
31
日
現
在
の

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業

所
を
対
象
に
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
大
切
な
行
政
資
料
と
し
て
、
ま
た
、

企
業
や
大
学
な
ど
の
研
究
資
料
、
小
・

中
・
高
校
の
教
材
な
ど
に
も
活
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

回
答
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
調
査
票
の
正
確
な
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

(

地
域
づ
く
り
課
商
工
農
政
担
当)

介
　
護�

介
護
者
教
室

福
祉
用
具
に
つ
い
て

募
　
集�

友
情
の
レ
イ
ン
ボ
ー

ベ
ト
ナ
ム
訪
問
参
加
者
募
集

海
外
派
遣
事
業
参
加
者
募
集

(財)
国
際
青
少
年
研
修
協
会

そ
の
他�

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

保
健
師
・
看
護
師

臨
時
職
員
登
録
受
付
中
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神
社
は
、
都
市
化
し
た
街
の
中
で
、

い
ま
だ
巨
木
が
茂
り
、
小
さ
な
杜
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。
貴
重
な
緑
の
鎮
守
の

森
で
す
。

か
つ
て
神
社
は
村
人
の
生
活
の
中
心

で
あ
り
、
村
人
で
構
成
さ
れ
る
祭
礼
組

織
の
宮
座

み

や

ざ

は
、
村
落
運
営
の
自
治
組
織

で
し
た
。
村
人
が
生
ま
れ
た
土
地
の
神

「
産
土
神

う
ぶ
す
な
が
み

」
と
し
て
親
し
み
貴
ぶ
村
の

神
社
の
歴
史
は
古
く
、
中
世
ま
で
遡
れ

る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
そ
こ

に
神
社
が
あ
る
の
か
を
考
え
る
と
、
日

本
の
歴
史
の
一
部
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
ま
す
。

別
表
は
、
宇
美

う

み

八
幡
宮
の
所
領
の
荘

園
と
神
社
の
関
係
で
す
。
田
富

た

ど

み

や
吉
原

よ
し
わ
ら

に
神
社
が
な
い
の
は
宇
美
の
隣
接
地
の

た
め
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
宇
美

６
荘
以
外
に
も
、
宇
佐

う

さ

八
幡
宮
や
筥
崎

は
こ
ざ
き

八
幡
宮
が
支
配
し
た
領
地
に
は
八
幡
宮

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
太
宰
府

天
満
宮
の
領
地
に
は
菅
原
道
真

す
が
わ
ら
み
ち
ざ
ね

を
祀ま

つ

る

天
満
宮
な
ど
の
神
社
が
あ
り
、
須
玖
に

あ
っ
た
武
末
名

た
け
す
え
み
ょ
う

と
い
う
領
地
に
は
老
松

お
い
ま
つ

神
社
が
あ
り
、現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
。

仏
や
神
は
中
世
の
人
に
と
っ
て
雲
の

か
な
た
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
よ
り

身
近
に
存
在
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
寺
院
や
神
社
に
も
、
絵
巻

物
や
仏
像
や
神
像
な
ど
を
通
じ
、
実
在

す
る
か
の
よ
う
に
宣
伝
し
ま

し
た
。
そ
し
て
神
々
の

姿
は
、
絵
巻
物
な
ど

で
土
地
を
支
配
す

る
寺
社
か
ら
現
地

に
派
遣
さ
れ
る

僧
侶
や
祠
官
と

似
た
も
の
と

し
て
表
現
さ

れ
て
お
り
、

彼
ら
が
あ

た

か

も

神
々
の
代

理
と
し
て

土
地
を
支

配
し
て
い

る
と
思
わ

せ
る
も
の
で

し
た
。

寺
社
の
荘

園
は
、
寺
社
の

経
営
な
ど
僧
侶

の
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
「
荘
園
は
仏
や
神

の
た
め
の
領
地
で
あ
り
、

い
か
な
る
者
も
侵
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

年
貢
を
仏
や
神
へ
の
奉
仕
と
し
て
た
た

え
、
年
貢
の
未
納
や
寺
社
に
対
す
る
反

抗
を
、
仏
や
神
に
対
す
る
敵
対
と
み
な

し
、
仏
罰
や
神
罰
が
下
る
と
言
っ
て

人
々
を
脅
か
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
頭

じ

と

う

や
守
護

し

ゅ

ご

な
ど
の
俗
権
力
の
介
入
を
も
、

荘
園
が
仏
や
神
の
領
地
で
あ

る
こ
い
う
こ
と
で
抵
抗

し
、
拒
否
し
ま
し
た
。

寺
社
の
荘
園
に

同
系
の
神
社
が
置

か
れ
た
の
は
、

神
が
た
え
ず
領

地
に
存
在
し

て
、
そ
の
恩

恵
で
豊
作
と

領
民
の
幸

せ
を
願
う

の
を
建
前

に
、
神
の

力
で
他
か

ら
の
侵
入

を
防
ぎ
、

領
民
が
領
主

で
あ
る
寺
社

へ
反
抗
し
な

い
よ
う
に
見
張

り
、
絶
え
ず
威
圧

す
る
た
め
の
も
の

で
し
た
。
領
主
に
よ

っ
て
村
に
勧
請

か
ん
じ
ょ
う

さ
れ

た
神
社
に
は
こ
の
よ
う
な

二
面
性
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

今
と
な
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
無
力
と

思
え
る
仏
や
神
の
力
が
、
鎌
倉
時
代
に

は
、
現
実
の
力
と
変
わ
り
な
く
有
効
で

し
た
。
そ
れ
は
、
祈
り
が
蒙
古

も

う

こ

合
戦
を

勝
利
に
導
い
た
と
し
て
、有
力
寺
社
が
、

戦
っ
た
武
士
同
様
に
恩
賞
を
要
求
し
た

こ
と
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
社

会
通
念
と
し
て
、
支
配
者
も
農
民
も
、

仏
や
神
が
現
実
的
力
を
持
っ
て
い
た
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

白
水
八
幡
宮
は
、
宇
美
と
石
清
水

い
わ
し
み
ず

の

両
八
幡
宮
が
現
地
を
支
配
す
る
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
神
社
で
す
。
最
初
は
こ
の

よ
う
な
役
目
を
も
っ
た
神
社
も
、
長
い

年
月
の
中
で
や
が
て
力
を
つ
け
て
き
た

村
人
に
よ
っ
て
村
人
自
身
の
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

日
本
の
歴
史
や
文
化
を
考
え
た
と
き
、

地
域
で
支
え
て
き
た
神
社
は
、
村
人
に

と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い

え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
神
社
を
残
し
て

く
れ
た
上
白
水
、
下
白
水
の
人
々
の
努

力
に
感
謝
し
た
い
も
の
で
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
寺
崎
直
利

て
ら
さ
き
な
お
と
し

287

領
地
を
見
張
る
神
々

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
に
市
販
の
「
高
濃

度
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
燃
料
」
を
使
用
す

る
と
、
燃
料
系
部
品
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

が
腐
食
し
、
燃
料
漏
れ
な
ど
の
不
具
合

や
火
災
な
ど
の
事
故
を
引
き
起
こ
す
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
車
の
取
扱
説
明
書
で
指
定
さ

れ
て
い
る
燃
料
以
外
は
給
油
し
な
い
よ

う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
　
経
済
産
業
省
製
造
産

業
局
自
動
車
課

1
０
３(

３
５
０
１)

１
６
９
０

市
商
工
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
存

知
で
す
か
。
市
内
の
お
買
い
得
情
報
を

日
替
わ
り
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
が
、
12

月
か
ら
さ
ら
に
充
実
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
商
工
会

1(

581)

１
４
０
７

【h
ttp
://w
w
w
.kasu

g
a2
1
.co
m

】

ご
注
意
く
だ
さ
い

高
濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
燃
料
の
事
故

地
元
商
店
街
の
買
い
物
情
報

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
デ
イ
リ
ー
か
す
が
」

△宇美宮の本社　石清水八幡宮(京都府)



あ
そ
ぼ
〜
児
童
セ
ン
タ
ー
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¡

¡

¡
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12
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

1

ク
リ
ス
マ
ス
準
備
に
大
掃
除

寒
い
冬
も
あ
そ
び
に
大
忙
し

い
よ
い
よ
お
待
ち
か
ね
の
ク
リ
ス
マ

ス
。今

年
も
、
各
児
童
セ
ン
タ
ー
で
ク
リ

ス
マ
ス
を
楽
し
く
演
出
す
る
小
道
具
づ

く
り
を
し
ま
す
。
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
、

ま
た
親
子
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
自
分
で
作
っ
た
ミ
ニ

ツ
リ
ー
や
リ
ー
ス
、
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ラ

ワ
ー
な
ど
を
飾
っ
た
ら
、
き
っ
と
ス
テ

キ
で
し
ょ
う
ね
。

そ
し
て
お
正
月
の
前
に
は
、
児
童
セ

ン
タ
ー
の
大
掃
除
。
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
、
ピ
カ
ピ
カ
の
新
年
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。
き
れ
い
に
な
っ
た
ら
、
年
越

し
そ
ば
も
食
べ
て
今
年
も
大
満
足
。

詳
し
く
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
て
く

だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
児
童

セ
ン
タ
ー
へ
。

2002.  12.  1 市報かすが



曇
り
の
ち
晴
れ
・
ク
イ
ズ
・
散
歩
道
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自
分
の
住
む
町
の
こ
と
を
も
っ
と
よ

く
知
り
た
い
と
、
先
日
、
市
内
の
小
学

５
年
生
が
市
役
所
に
や
っ
て
き
た
。
頼

り
な
い
が
、
広
報
担
当
と
し
て
自
分
が

応
対
し
た
▼
テ
ー
マ
が
”
ふ
る
さ
と
発

見
“
だ
っ
た
の
で
、
冒
頭
、
何
気
な
く

「
春
日
が
ふ
る
さ
と
、
と
い
う
人
は
い

ま
す
か
」
と
聞
い
て
み
た
。
が
、
ふ
る

さ
と
の
意
味
が
分
り
に
く
い
の
か
、
だ

れ
も
答
え
な
い
。「
春
日
市
で
生
ま
れ

た
人
は
？
」
と
質
問
を
変
え
る
と
約

１
／
４
が
手
を
上
げ
た
▼
現
在
、
春
日

市
で
は
、
１
年
間
に
人
口
の
約
２
割
、

２
万
人
が
転
入
・
転
出
し
て
い
る
。
数

字
だ
け
で
み
る
と
、
全
住
民
が
５
年
で

入
れ
替
わ
っ
て
し
ま
う
勘
定
だ
。
な
る

ほ
ど
手
を
上
げ
た
子
ど
も
た
ち
の
割
合

が
こ
れ
を
証
明
し
て
い
る
▼
そ
こ
で
、

「
生
ま
れ
た
所
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
育
っ

た
所
も
ふ
る
さ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
よ
」
と
付
け
加
え
た
。
わ
ず
か
な
期

間
で
も
、
今
い
る
春
日
に
愛
着
を
持
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
で
も
、

子
ど
も
た
ち
が
帰
っ
た
あ
と
、
あ
ら
た

め
て
自
問
し
た
。
ふ
る
さ
と
っ
て
何
▼

と
も
あ
れ
、
一
度
、
春
日
に
暮
ら
し
た

彼
ら
が
将
来
ど
こ
に
い
よ
う
と
も
、
振

り
返
っ
て「
春
日
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
懐
か
し
ん
で
く
れ
た
ら
や
は
り
う
れ

し
い
。
た
と
え
春
日
が
ふ
る
さ
と
に
な

り
得
な
か
っ
た
と
し
て
も
・
・
・
。

(

後)

ふ
る
さ
と

問１　③やよい
問２　①虹の売店
問３　②ちくし女性ホットライン
問４　①博多人形
問５　②よさこい
（応募総数　70通）

｢家庭の日｣に上映されるのは？
①メリークリスマス
②ハッピーバースデー
③ハッピーニューイヤー

今月の子育て教室のテーマは病気と何？
①予防接種
②病院
③薬

人権週間はいつからいつまで？
①12月1日～ 7日
②12月4日～10日
③12月6日～12日

来年2月に開園する保育園は？
①さにー保育園
②ぱぴぃ保育園
③まみぃ保育園

商工会のホームページは？
①デイリーかすが
②ウィークリーかすが
③マンスリーかすが

ヒント　ほかのページを見てください。

応募方法　ハガキに、①市報の月日号
②クイズの答え③住所④氏
名⑤電話番号⑥市報に関す
る感想や要望などを書い
て、送ってください。

あて先　〒816－8501 春日市役所広
報担当

締め切り日　12月20日F（必着）
※ 全問正解者の中から抽選で、10人
に図書券(500円分)を差し上げます。
なお、賞品の発送をもって発表に

代えさせていただきます。

問1

問2

問3

問4

問5

春
日
市
知
的
障
害
者
育
成
会
会
長

の
辻
誓
子
さ
ん
が
、
こ
の
ほ
ど
「
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
本
財
団
社
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
女
性
の
地
位
の
向
上
や

社
会
福
祉
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
人

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
辻
さ
ん
の
地

域
に
お
け
る
障
害
児
者
に
対
す
る
長

年
の
活
動
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
で

す
。辻

さ
ん
は
、
現
在
同
会
会
長
と
し

て
、
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
や
そ

の
保
護
者
が
、
地
域
で
い
き
い
き
と

生
活
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
自
ら
が

重
度
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
持
っ

た
こ
と
で
し
た
。「
20
年
ほ
ど
前
は
、

障
害
児
を
自
宅
や
地
域
で
育
て
よ
う

と
し
て
も
、
受
け
入
れ
る
施
設
や
団

体
も
数
少
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
」と
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。

そ
こ
で
昭
和
62
年
に
、「
春
日
市
障

害
児
親
の
会
あ
け
ぼ
の
会
」を
立
て
直

し
、
共
同
作
業
所
の
運
営
を
始
め
ま

し
た
。
地
道
な
交
流
活
動
を
通
じ
て

「
あ
け
ぼ
の
会
」の
存
在
は
徐
々
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

市
障
害
者
福
祉
長
期
行
動
計
画
の
策

定
に
携
わ
っ
た
り
、
福
祉
ぱ
れ
っ
と

館
を
作
る
と
き
に
意
見
を
求
め
ら
れ

た
り
と
、
市
の
福
祉
行
政
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
「
あ
け
ぼ
の
会
」
は
、「
知
的

障
害
者
育
成
会
」
へ
と
発
展
解
消
し
、

よ
り
多
く
の
障
害
児
者
や
保
護
者
が

参
加
で
き
る
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
で
生
活
す
る
障
害
児

者
が
増
え
れ
ば
、
要
望
の
数
も
種
類

も
当
然
多
く
な
り
ま
す
。
自
宅
で
暮

ら
し
た
い
と
望
む
人
、
働
く
場
が
欲

し
い
と
考
え
る
人
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
生
活
し
た
い
と
考
え
る
人
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
の
選
択
肢
を
少

し
で
も
増
や
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
、
生
活
支
援
の
場
を
提
供
で
き
れ

ば
と
、
今
も
精
力
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
は
「
私
個

人
が
も
ら
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
今

ま
で
の
活
動
に
関
わ
っ
た
全
て
の
人

が
評
価
さ
れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
」

と
控
え
め
に
語
り
ま
す
。
し
か
し
、

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
は
「
生
ま
れ

育
っ
た
地
域
で
豊
か
な
生
き
方
が
で

き
る
、
そ
の
た
め
の
場
が
１
つ
で
も

増
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
力
強
く

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

○
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

人
権
擁
護
と
女
性
の
地
位
向
上
に

努
め
る
た
め
に
40
代
以
上
の
専
門
職

を
持
つ
女
性
が
奉
仕
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
全
世
界
に
３，

０
０
０
以

上
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
春
日
市
で
は

設
立
か
ら
６
年
目
を
迎
え
た
「
国
際

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
春
日
」
が
活
動
し

て
い
ま
す
。

会
と
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
地
域
で
活
躍
す
る
人
を
全
国
組

織
に
推
薦
し
、
表
彰
す
る
活
動
も
行

っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
辻
さ
ん
の
栄

誉
も
、
同
会
が
推
薦
し
、
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
日
本
財
団
の
選
考
を
経
て
決

定
し
た
も
の
で
す
。

辻つ
じ

誓
子

せ

い

こ

さ
ん

障害のある人も地域で
生活したい



◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
写
真
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

△10月25日、春日東小学校
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●市の人口　１０８，０３５人�
　　　　　（前月比＋55人） �

　　女５４，８６７人　男５３，１６８人�
●世帯数　　４１，７７４世帯�

●転入　654人　●出生　109人�

●転出　640人　●死亡　  42人�

　　　　　　　　（10月31日現在）�

10月26日、春日西小学校で｢出逢
い・ふれあい・夢物語ｉｎ笑人通り｣と
題して地区祭りが開かれました。
笑いと活気にあふれ、出会いやふれあ

いのある元気な商店街にしようと、下白
水商工店連合会が自治会や学校と一緒に
行ったもの。
祭りでは、同地区にある弥生時代の日

拝塚古墳をもじった｢下白水から弥生の
風を｣コンサートや地区内を巡るウオー
クラリーなども行われ、子どもたちや家
族連れなど約600人の地区住民でにぎわ
いました。

（広報レポーター　坂本
さかもと

八重子
や え こ

）
△校庭でのオカリナコンサート △ウオークラリーで難問に挑む子どもたち

春
日
市
表
彰
式
が
、
11
月
４
日
、
ふ
れ
あ
い
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
市
制
30
周
年
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
同
記
念
式
典
と
あ
わ
せ
て
の
開
催

で
し
た
。

記
念
式
典
は
、
筑
紫
寿
楽

ち
く
し
じ
ゅ
ら
く(

博
多
金
獅
子
太
鼓
取
締)

に
よ
る
祝
太
鼓
の
演
奏
で
開
幕
。
そ
の
後
、
市
長
や
議

長
、
来
賓
の
祝
辞
が
あ
り
、
最
後
に
各
分
野
で
活
躍
さ

れ
た
32
人
と
１
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略)

自
治
表
彰

▽
岡お

か

成
照

し
げ
て
る

▽
大
村

お
お
む
ら

達
雄

た

つ

お

▽
有
馬

あ

り

ま

一
そ
う
い
ち

▽
辰
本

た
つ
も
と

正
俊

ま
さ
と
し(

故
人)

▽
松
尾

ま

つ

お

正
義

ま
さ
よ
し

▽
八
尋

や

ひ

ろ

秀
信

ひ
で
の
ぶ

▽
白
山

し
ら
や
ま

法
子

の

り

こ

▽
百
田

も

も

た

幸
之
助

こ
う
の
す
け

▽
渡
邉

わ
た
な
べ

章
三

し
ょ
う
ぞ
う

▽
内
田

う

ち

だ

賢
一

け
ん
い
ち

▽
上
東

じ
ょ
う
と
う

圭
一

け
い
い
ち

▽
宮
島

み
や
じ
ま

隆
た
か
し

市
民
表
彰

市
民
功
労
表
彰

▽
石
橋

い
し
ば
し

壯
児

そ

う

じ

▽
�
�

た
か
や
な
ぎ

フ
ユ
子こ(

故
人)

▽
�
嶋

と
く
し
ま

�
夫

し

づ

お

▽
中
尾

な

か

お

八
郎

は
ち
ろ
う

▽
山
田

や

ま

だ

武
春

た
け
は
る

▽
横
山

よ
こ
や
ま

�
た
か
し

▽
多
門

た

も

ん

妙
子

た

え

こ

▽
坂
井

さ

か

い

春は
る

男お

▽
白
水

し
ろ
う
ず

一
眞

か

ず

ま

▽
齋
藤

さ
い
と
う

文
子

ふ

み

こ

▽

三
村

み

む

ら

ハ
ル
ヨ

市
民
活
動
表
彰

▽
熊
本

く
ま
も
と

正
和

ま
さ
か
ず

▽

小
川

お

が

わ

末
子

す

え

こ

▽
本も

と

村む
ら

剛
つ
よ
し

▽
秋
吉

あ
き
よ
し

包
雄

か

ね

お

▽
橋
口

は
し
ぐ
ち

忍し
の
ぶ

▽
松
原

ま
つ
ば
ら

文
明

ふ
み
あ
き

▽
鷲
巣

わ

し

ず

信
男

の

ぶ

お

市
民
ス
ポ
ー
ツ
賞

▽
吉
村

よ
し
む
ら

久
美
子

く

み

こ

▽
橋
口

は
し
ぐ
ち

拳
吾

け

ん

ご

▽

小
倉

こ

く

ら

第
二

だ

い

に

ス
ポ
ー

ツ
少
年
団

し
ょ
う
ね
ん
だ
ん

全校児童が各学年混成の72グループに分かれて校区内の遺跡を巡る奴
国ウオークが、11月８日、春日北小学校で行われました。
校区内には、須玖岡本遺跡をはじめ多くの遺跡や自然があることから、

これらを調べて発表し合い、校区のことをもっとよく知ろうというもの。
あらかじめ回る順序やコースなど、すべて自分たちで決めてから出発し

た子どもたちは、18地点に設けられた課題を協力して解きながら半日か
けて回り終えました。
各地点では、低学年が高学年に教わりながら課題を解決する和やかな姿

も見られ、異年齢の交流も深まったようです。
（広報レポーター　山脇

やまわき

友子
と も こ

） △チームで協力して課題を解く子どもたち




